
 

大地震の教訓生かし、強靱な社会づくりに科学が貢献を 阪神大震災30年で防災関

連学会

2025.01.17

　近代都市が突然直下型地震に襲わ れ 、多く の建物が倒壊し て 6400人以上の犠牲者を出し た 1995年1月17日

の阪神・淡路大震災（阪神大震災）から30年を迎えた。大震災をもたらした兵庫県南部地震は最大震度7を記

録し 、神戸市を中心に阪神地域の建物の ほ か 、高速道路、鉄道な ど の重要インフラに も甚大な被害を も た ら

し、当時の日本社会に衝撃を与えた。

　この大震災は「地震大国日本」の防災に関連する制度が大きく見直される契機になった。しかしその後、東

日本大震災を起こ し た 2011年3月の東北地方太平洋沖地震や 16年4月の熊本地震、 24年1月の能登半島地震と

いった大地震が続き、その都度多くの犠牲者を出してしまった。過去の教訓が生かされない事例も相次いだ。

　 30年の間に強化さ れ た は ず の防災・減災の制度や仕組み は十分だ っ た の か 、科学や科学技術は ど の よ う な

役割を果たせたのか、社会と科学の新たな関係を築くために今後何ができるのか。日本地震学会、土木学会、

日本建築学会な ど 、 62 の学会な ど で構成す る 「防災学術連携体」 が こ う し た重要な テーマを正面か ら取り上

げたシンポジウム「阪神・淡路大震災30年、社会と科学の新たな関係」を1月7日にオンラインで開催した。

　ここでは何度も大震災を経験しながら依然残る課題や課題解決の方策を探る報告と問題提起が続いた。そし

て防災に関わる多様な分野の研究者が過去の教訓を生かし、大地震に備えて強靱（きょうじん）な社会をつく

るために今後も科学が貢献することを確認し、共有した。
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1995年1月17日の神戸市長田区の火災が発生している様子（神戸市提供、「阪神・淡路大震災『1.17の記録』」から）

防災学術連携体主催のシンポジウムの案内パンフの一部（防災学術連携体提供）

　シンポジウムの冒頭、東日本大震災の直後に日本学術会議会長を務め、任期中に防災学術連携体の設立に尽

力し た大西隆・東京大学名誉教授が挨拶し た 。大西氏は こ の中で 「阪神大震災は強震動と火災が大都市を襲

い、関東大震災以来の大きな被害をもたらして記憶にも記録にも長くとどめるべき災害となった。この地震で

は液状化、土砂崩れ、断層変位など、地震に伴うさまざまな被害が出て地震災害の怖さを認識する転機になっ

た。新耐震基準の重要性も認識された」と述べた。

　そして900人以上の災害関連死が出てしまったことに触れ、「災害関連死をどう防ぐかという大きな課題が

生じた」と指摘した。災害関連死はその後の東日本大震災や熊本地震、能登半島地震でも多数出ており、依然

解決できていない重い課題だ。

　次に今回のシンポジウム実行委員長で現在、地震調査委員会の委員長を務める平田直・東京大学名誉教授が

30年前に何が起きたかについて詳しい数字を示して説明した。発生時間は1995年1月17日午前5時46分で、震

源は淡路島北部の深さ 14 キロでマグ二チュード（M）は 7.3 。神戸市や西宮市、芦屋市な ど で最大震度7 を記

録した。

　被害数字は消防庁の確定値で 、死者6434人、 う ち避難途中や避難生活中の精神的、身体的負担で命を落と

した災害関連死は912人。負傷者は4万3792人。住宅被害は全壊が18万6175世帯、10万4906棟。半壊や一部

破損を含めると63万9686棟が被害を被った。

地震災害の怖さ認識する転機に
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兵庫県南部地震の概要（平田直氏提供）

1995年1月19日の神戸市灘区の様子。多くの住宅が全壊している（神戸市提供、「阪神・淡路大震災『1.17の記録』」か
ら）

阪神大震災の人的、住家被害（消防庁資料を基に平田直氏提供）
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　平田氏は 「 こ れ ら の数字は阪神大震災が い か に大き な震災だ っ た か を象徴し て い る が 、人的被害の 8割を超

える人が建物・家具の転倒などの圧迫死だった」と指摘。今回の企画の趣旨については「このような震災を通

して科学が社会とどのような関係にあったか、震災後にどのように変ったか、またどのように新しい関係をつ

くるべきかを考えること」と説明した。　

　 そ し て 1999年6月か ら 7月に か け て開か れ た世界科学会議で採択さ れ た 「ブダペス ト宣言」（科学と科学的

知識の利用に関する世界宣言）を引用し、「この宣言では『科学のための科学』から『社会のための科学、社

会の中の科学』が提唱された。科学の知識を貧困の軽減や人類の福祉を目的として行わなければならないと提

言されている」と解説した。

　「『科学のための科学』も否定されるものではないが、災害で苦しむ人々に科学がどのように貢献できるか

が非常に重要だ」と平田氏。具体的には「災害の軽減に資する科学」のことであり、防災関係の研究者はこの

こ と を常に考え る こ と が重要だ と強調し て い る 。 こ の日の シンポジ ウムの主題は そ れ を確認す る こ と だ と い

う。

オンラインのシンポジウムで発言する平田直氏

　阪神大震災で甚大な被害を出し た こ と を受け て国は災害対策基本法を大き く改定し 、 1963年に で き て い た

防災基本計画を拡充した。地震防災対策特別措置法も制定したほか、政府の地震調査研究推進本部もできた。

耐震改修促進法が施行し、耐震診断や耐震改修が義務付けられ、補助金や低利融資などの優遇措置も設けられ

た。防災関係の学術研究も関係する制度として、科学技術基本法に基づいて科学技術基本計画も策定され始め

たのも1995年だった。

　その後、2005年1月に神戸市で国連防災世界会議が開かれ、阪神大震災の教訓を基に「災害リスクを特定、

評価、観測し、早期警報を向上する」など5項目からなる「兵庫行動枠組」（Hyogo Framework for  Action

2005－2015）ができた。この国際枠組みにより、世界は災害に強い国・地域の構築を目指すことになった。

兵庫行動枠組は 2015年に東日本大震災の教訓を生か し て 「仙台防災枠組」（ Sendai  Framework for

Disastar Risk Reduction 2015－2030）になった。

　だが、こうした法律・制度や防災に関する国際枠組みができてもその後の大震災や大地震では被害を大きく

減ら す こ と は で き な か っ た 。 ど こ に問題が あ っ た の か 。 こ の問い に対す る答え を探る た め に 7日の シンポジ ウ

「災害で苦しむ人々に貢献できる科学」を確認

新制度でも防げなかった被害、その原因を探る報告続く
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ムは午前、午後、約8時間に わ た り熱心な報告や質疑が行わ れ た 。 「建物・インフラ等の被害と対策」 「救

援・医療・避難、応急対応の変化と課題」「法律・制度・市民の意識の変化と課題」「学協会発表・阪神淡路
大震災30年に寄せて」の4つのセッションを通じて30以上の防災関連学会などからさまざまな分析や問題提起

がされた。

シンポジウム「阪神・淡路大震災30年、社会と科学の新たな関係」の午前のセッションなどに参加した研究者

　最初のセッション「建物・インフラ等の被害と対策」では地震学、地震工学の観点から藤原広行・防災科学
技術研究所研究主監が阪神大震災を起こした大地震の特徴は活断層型で強い地震動が原因の家屋の倒壊による

人的被害だったとし、内陸の活断層による強い揺れへの対策を進める動機付けになったと説明した。

　 こ の大地震後に地震動研究、主な活断層ご と の長期予測も で き る よ う に な り 、 2005年に は全国地震動予測

地図も公表された。新たな知見が公表される度にハザードマップも更新されてきた。しかし、東日本大震災を

起こした巨大地震は想定できなかった。その後この巨大地震で得られた知見を生かして地震活動の長期予測も

更新されている。

　藤原氏によると、最近では人工知能（AI）を活用した地震動研究や最新の地盤モデル研究による「揺れやす

さ予測」の研究も進んでいる。関東大震災は火災、阪神大震災は強震動、東日本大震災は津波がそれぞれ甚大

被害の主な要因だったとし、「今後は都市部を含めた軟弱地盤での大きな被害、さまざまな被害拡大要因が連

鎖する複合災害への備えが必要で、関係研究分野や機関の組織的な取り組みが今後の課題だ」と述べている。

　建築構造研究の立場か ら林康裕・京都大学名誉教授は 、大都市が経験し た 30年前の大地震か ら学ぶ こ と は

多く、都市部の強震動対策には産官学の協力体制が重要だと指摘。「耐震診断や耐震改修の促進で建物の安全

性は向上しているが、新しい建物でも必ずしも安全でないものも残されている」と注意を促している。土木構

造の観点から高橋良和・京都大学教授は過去の大地震で重要な橋梁（きょうりょう）が破断した例を紹介し、

「耐震対策の技術が機能しなかった事実を反省、検証して今後に生かす必要がある」と強調している。

新しい建物でも必ずしも安全でないものも
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　金尾伊織・京都工芸繊維大学教授によると、耐震性向上の手段として制震構造のほか、免震構造があるが、

同構造の普及率は 1％未満だ と い う 。耐震性だ け で な く火災や暴風、津波や洪水に対す る耐性向上も不可欠

で、社会全体の防災力向上には分野横断的協力が必要だという。

1995年2月4日の神戸市灘区の様子。損壊を免れた建物が背景に見える（神戸市提供、「阪神・淡路大震災『1.17の記録』」
から）

1995年1月の神戸市兵庫区の様子。ビルが大きく損壊している（詳しい撮影日は不明）（神戸市提供、「阪神・淡路大震災
『1.17の記録』」から）
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制震建物、免震建物の説明図（日本免震構造協会／金尾伊織氏提供）

　午後のセッションは火災対応や医療支援、被災者支援、避難所環境など、大震災に伴う多岐にわたる問題に

ついての報告が続いた。

　阪神大震災では神戸市など都市部で火災が発生し、日本火災学会の北後明彦・神戸大学名誉教授によると、

約7000棟、約60万平方メートルが焼失した。6400人以上の犠牲者の大半は建物崩壊による圧迫死だったが、

焼骨で見つ か っ た人を含め火災に よ る犠牲は死者の約12％を数え た 。 そ の数は 10万を超す死者の大半が火災

による犠牲だった関東大震災よりははるかに少ないが、近代都市を襲う大地震での火災対策の重要性を浮き彫

りにした。火災は東日本大震災や能登半島地震でも発生している。

　総務省消防庁の鈴木健志理事官に よ る と 、被災地の消火支援の た め に阪神大震災の年の 6月に 「緊急消防援

助隊」の運用が始まり、迅速な出動の確保に向け消防庁長官が他の都道府県に応援を求めることができるよう

に な っ た 。能登半島地震で は 2000人以上の応援部隊が地震発生翌日か ら石川県輪島市の消火活動の ほ か 、被

災地で救命、救援活動を展開した。

　こうした支援体制は整備、拡充されても住宅密集地での発災直後の消火、救命活動は課題が多く、解決は容

易ではない。大地震に伴う火災対策は人口や木造住宅密集地もある首都圏を襲う直下型地震でも重い問題だ。

　北後氏は地震火災による被害低減対策として、感震ブレーカーの普及による同時多発火災リスクの低減や市

民消火による初期消火の充実、水道管・貯水槽などの水道関連設備の耐震化による消火力強化、建物の不燃化

推進、避難対策などを挙げている。

重要な火災対策
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1995年1月17日の大地震の後に神戸市長田区で発生した火災の様子（神戸市提供、「阪神・淡路大震災『1.17の記録』」か
ら）

　震災に伴い長期化する避難生活と災害関連死の問題も今回のシンポジウムの重要テーマだった。看護学や地

域防災、危機管理や災害心理が専門の酒井明子・福井大学名誉教授は避難所・仮設住宅生活支援の観点から阪

神大震災から能登半島地震に至るまでの課題を取り上げた。

　災害関連死は 30年前か ら指摘さ れ 、熊本地震で は直接死を上回る犠牲を出し な が ら能登半島地震で も発生

している。解決策は喫緊の重要課題だ。避難所生活による環境の激変は特に高齢者を直撃する。避難所の環境

は少しずつ改善されているがまだ十分ではない。

　酒井氏に よ る と 、 ト イレに つ い て も阪神大震災の段階で既に不衛生な仮設ト イレの問題が指摘さ れ て い た

が、能登半島地震でも仮設トイレの搬入まで日数がかかり、その利便性と安全性に問題があった。トイレトレ

ーラーなども増えつつあるが「平時からの整備が必要」と酒井氏は指摘する。

　東日本大震災後の 2013年に災害対策基本法が改正さ れ て避難所の環境改善な ど に つ い て新た な既定が設け

られた。それでも対応は遅々として改善されていない。国や自治体が早急に取り組むべき課題だ。

　震災後の被災者の最低限の福祉の在り方について酒井氏は「災害後の地域コミュ二ティの崩壊が被災者、高

齢者の心理面や健康面に影響を与え、社会的問題を顕在化させる」とし、地域住民によるコミュニティの再構

築が大切で、そのための制度面、資金面の公的支援の重要性を力説している。

　被災者の生活再建支援の観点から兵庫県弁護士会所属の津久井進弁護士は早急に解決すべき課題として、災

害関連死対策のほか、被災者に対する現行では乏しい財政的支援を拡充するために災害救助法や被災者生活再

建支援法の改正、改善を挙げた。そして辛苦の被災者を最大限尊重し、継続的に伴走する「伴走型支援」を提

唱している。

喫緊課題の避難所改善と災害関連死対策
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1995年1月17日に神戸市中央区の学校体育館に避難した人々。狭い空間に多くの避難住民の姿が見える（神戸市提供、「阪

神・淡路大震災『1.17の記録』」から）

阪神大震災、新潟県中越地震、東日本大震災、熊本地震、能登半島地震での災害関連死の数（左側赤いオレンジの数字）など

を示す図（酒井明子氏提供）
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被災者の生活再建支援の観点から「目下、解決すべき課題」の概念図（津久井進氏提供）

　阪神大震災の復興計画では「創造的復興」を目指すことを掲げた。創造的復興とは単に被災前の状態を回復

するだけでなく、新たな視点で都市を再生するという考え方だった。この考え方はその後の大震災でも踏襲さ

れている。

　東日本大震災のように被災の規模が大きければ大きいほど復興作業は時間がかかる。復興の担い手を確保し

続ける必要もある。大震災を伝承するために神戸市は阪神大震災の記憶や教訓を継承する防災教育推進事業や

震災経験・教訓発信事業など、さまざまな取り組みを行っている。

　シンポジウムの終盤に報告した日本災害復興学会の阪本真由美・兵庫県立大学教授によると、神戸市民の約

3分の 1 は震災の体験が な く 、震災を知ら な い と い う 。震災を経験し た人と経験し て い な い人は復興に対す る

捉え方が異なるため、両者の対話が大切だとしている。

　 「 『創造的復興』 と い う概念も震災直後は未来志向だ っ た が 、 30年も経過す る と過去を振り返っ て考え る

ようになっている。震災を知らない世代にとって復興という概念を考えることは難しくなっているが、復興か

ら教訓を得ることによって新たな視点を生むことになる」。阪本氏は大震災を振り返り、復興の在り方を問い

続けることの重要性を強調している。

　 30年を経過し た阪神大震災を巡る さ ま ざ ま な教訓や課題。 そ れ ら は今後、 い ず れ は起き る と さ れ る海溝型

の巨大地震や、「いつどこで起きてもおかしくない」とされる直下型、活断層型の大地震への「備え」に多く

の、貴重な示唆を与えている。

復興から得られる教訓は新たな視点を生み出す
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神戸市中央区で行われた「阪神・淡路大震災1.17のつどい」（撮影年不明）（神戸市提供、「阪神・淡路大震災『1.17の記
録』」から）

関連リンク

災害・防災 科学と社会

阪神・淡路大震災－近畿地方建設局の記録－

神戸市・「BE KOBE神戸の近現代史 」阪神大震災（詳細）

関連記事

ハイライト
2023.08.31
関東大震災から100年 地震火災リスクはなくなっていないー廣井悠・東京大学先端科学技術研究センター教授

災害・防災 科学と社会

レポート
2023.03.27
東日本大震災から12年でも復興は「道半ば」 住民の1割が犠牲になった宮城県名取市・閖上から

災害・防災 科学と社会

インタビュー
2021.03.12
「あの時」から10年-「震災伝承」を広め、未来へ活動を続ける大切さを説くー武田真一氏

災害・防災 科学と社会
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